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【地域活動・交流】 

●小学校の福祉教育を通して、今後ますます増えると見込

まれている認知症の高齢者を知る機会になっています。

また、小学生の視点に立った内容にすることで、将来の

担い手育成にもつながっています。今後もエリア内の

小・中学校への福祉教育の出前講座など、将来の担い手

になる子どもたちができることを考えるきっかけづく

りの展開を期待しています。 

●住民支えあいマップの作成支援を通して、地域の支援者

とともに地域の現状及び支援が必要な方の把握につな

がっています。 

●施設連絡会や県立精神医療センターとのつながりを生

かして、気軽に相談できるケアプラザとしての機能が更

に周知され、利用につながっていくことを期待していま

す。 

●福祉施設連絡会は開催前のアンケートで困りごとや取

組を把握する工夫がされ、今後の連携や事業所の地域貢

献のきっかけとなっています。子ども・障害の事業所が

参加したことで、課題が複雑化する世帯が増えている現

状から、地域資源の理解や今後の連携に期待ができま

す。 

●把握した資源やアセスメント結果を積極的に発信し活

用できています。 

●外出支援や買い物ニーズといった区域の取組について

も今後さらに関わっていってください。 

【地域包括支援センター】 

●地区社会福祉協議会と合同で作成した住民支え合いマ

ップをもとに、地域にとって身近な問題を地域ケア会議

のテーマとし、様々な分野の専門家によるネットワーク

の構築を図るとともに、参加者が地域に持ち帰り自助や

互助の仕組みを考えるきっかけをつくりました。 

●外部の研究発表、区主催の虐待防止対応研修での事例提

供など、事例と経験をケアプラザの管轄エリアにとどま

らず、幅広く生かしています。 

●包括３職種がそれぞれの職種としての専門的視点を生

かして、アセスメントをし、支援につなげています。緊

急案件や虐待案件にも、包括としての方針を立て、迅速、

適確に対応しています。また、包括３職種にとどまらず、

所長、地域交流、生活支援コーディネーターとも情報共

有がしっかり行われています。 

●今年度、キャラバンメイトを養成し、一緒にサポーター

養成講座を町内会館と小学校で開催しました。また、町

内会長、民生委員、ケアマネジャーと連携し、認知症高

齢者が安心して地域で生活できるよう、緩やかな見守り

体制をつくりました。 

 


